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（回 答） 

(0209-30) 

・地震時の疲労累積係数については，「添付5－3－1 金属キャスクの耐震性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャス

ク（タイプ２Ａ）」5.4.6 密封容器（ボルト）の疲労評価にて評価結果を記載している。 

当該部を引用し「添付10-2-2 金属キャスクの応力計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ））」の一次蓋

締付けボルト，カバープレート締付けボルト及び二次蓋締付けボルトの疲労解析結果に対して，地震時における

疲労累積係数との和も1.0以下であること（許容値以下であること）を別紙の変更前後比較表（コメント回答の

P6，P9，P12）の通り追記する。 

 

・コメント回答のP2 （添付10-2-2-1 密封容器の応力計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ））P40(PDF2373)）

変更後の修正内容についてには金属キャスク構造規格 MCD-12 頁 MCD-1332 (6)機械的荷重により生じる応力の

全振幅により，密封容器（ボルトを除く。）及び二次蓋の疲労解析不要の評価を記載している。 

金属キャスク構造規格MCD-9頁 MCD-1322 (2) 供用状態ＣおよびＤにおいて短期繰返し荷重が作用する場合

の評価結果は上記と同様に，地震時における疲労累積係数との和も1.0以下であること（許容値以下であること）

を別紙の変更前後比較表（コメント回答のP6，P9，P12）の通り追記する。 

 

(0209-33) 

第5-2表についても同様に「添付5－3－1 金属キャスクの耐震性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイ

プ２Ａ）」5.4.6 密封容器（ボルト）の疲労評価にて評価したＳｄ及びＳＳを加えた回数を別紙の通り記載する。なお

第5-4表，第5-6表についてもＳｄ及びＳＳを加えた回数を別紙の変更前後比較表（コメント回答のP2～P14）の通

り追記する。 

以 上 
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項目 コメント内容 

材料及び構造 

(第14条) 

(0209-30) 

・P44(PDF2374)「地震時を含めても疲労累積荷重は1.0以下でありMCD-1322の規定を満足す

る」と追記したらどうか。（理由：キャスク構造規格MCD-9頁 (2)荷重条件Ｃ，Ｄ：短期荷重

が作用する場合は加えて評価するとしている） 

・コメント回答のP2 変更後の修正内容について、地震時荷重のみでMCD-1322を満足するとし

ており誤りではないか。供用状態Ａ,Ｂで求めた疲労累積係数に供用状態Ｃ,Ｄで求めた疲労係

数を加えたものが許容値以下とすべきではないか。 

 (0209-33) 

・P45 第5-2表(PDF2378)において、Ｓｄ及びＳＳを加えた回数での評価についても記載すること

（理由：キャスク構造規格の要求事項）。 
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別紙 変更前後比較表 

変更前 変更後 備考 

  

表中赤字の通り記載する。 
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変更前 変更後 備考 

  

表中赤字の通り記載する。 
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変更前 変更後 備考 

  

表中赤字の通り記載する。 
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変更前 変更後 備考 

  

表中赤字の通り記載する。 
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変更前 変更後 備考 

 
 

表中赤字の通り記載する。 

地震時を含めても疲労累積

荷重は1.0以下となる旨を記

載する。 
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変更前 変更後 備考 

  

表中赤字の通り記載する。 
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変更前 変更後 備考 

 
 

表中赤字の通り記載する。 
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変更前 変更後 備考 

  

表中赤字の通り記載する。 

地震時を含めても疲労累積

荷重は1.0以下となる旨を記

載する。 
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変更前 変更後 備考 

  

表中赤字の通り記載する。 
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変更前 変更後 備考 

  

表中赤字の通り記載する。 
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変更前 変更後 備考 

  

表中赤字の通り記載する。 

地震時を含めても疲労累積

荷重は1.0以下となる旨を記

載する。 
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変更前 変更後 備考 

  

表中赤字の通り記載する。 
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変更前 変更後 備考 

 

   

表中赤字の通り記載する。 

 


